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総務文教常任委員会 

 

令和２年５月１１日（月） 

                                           午前１０時００分～ 

                                        全員協議会室 

 

１ 開 議 

２ 案 件 

 

（１） 行政報告 

 

〇 ふるさと納税を活用したクラウドファンディングの実施に 

ついて（市長公室） 

 

〇 休校措置延長に伴う放課後児童会の対応について（教育部） 

 

 

（２） 新型コロナウイルス感染症対策に係る提言書について 

 

 

３ その他  

〇 次回の日程について 

 





２議第１０５８号 
令和２年５月１２日 

 

亀岡市長   桂川 孝裕 様 

亀岡市教育長 神先 宏彰 様 
亀岡市議会総務文教常任委員会 

                              委員長 山本由美子 
 

提言書 
 
新型コロナウイルス感染症は、世界的大流行の状況にあり、政府においては、全都道府県

を対象に「緊急事態宣言」を発令している。 
亀岡市においても、外出や活動・営業自粛、学校の休校措置等により、市民生活はもとよ

り、本市の経済を支える事業者にも大きな影響が出ており、一刻の猶予も許されない状況で
ある。 

市長及び教育長におかれては、市民に寄り添った緊急対策を講じていただいているところ
ではあるが、新型コロナウイルス感染症対策を最優先事項としていただくために、亀岡市議
会総務文教常任委員会として下記のとおり提言する。 

 
記 

【予算関係】 
１ 令和２年度当初予算で議決した次の事業については、実施できる状況にはない現状を鑑

みて即刻中止の判断を下し、経費を新型コロナウイルス感染症対策に充てること 
① 総務費、総務管理費、文化振興費、文化振興経費、かめおか霧の芸術祭に係る経費 

                        １７，０００千円 
② 教育費、小学校費、教育振興費、ふるさと学習推進経費、京都スタジアム・大河ドラ

マ館等見学に係るバス運行経費              ３，２５４千円 
③ 教育費、保健体育費、保健体育総務費、オリンピック・パラリンピック関連事務経費、

東京オリンピック聖火リレー事業経費          １２，０００千円 
 

【教育関係】 
１ 学校の臨時休校等の緊急時において、子どもたちの学びを保障できる環境が必要となることか

ら、家庭の通信環境を調査し、実態を把握すること。 
２ 遠隔授業や在宅学習が可能な通信環境整備（ポケット Wi-Fi の配布など）を急ぐこと。 
３ 学校再開時までに、マスク、消毒液、検温器、プッシュ式ハンドソープを確保すること。 
４ 学校生活、学習支援のサポート体制、心のケア体制を整備すること。特に、新 1 年生や小学 6 年

生、中学 3 年生については、担任以外に教師経験者などによるサポート体制を検討すること。 
 
【特別定額給付金関係】 
１ 実施本部に、フリーダイヤルや専用電話回線を設け、万全の相談体制で臨むこと。 
２ 申請書の郵送に際しては、わかりやすく添付書類を説明し、記入例を同封すること。 
３ 一人暮らしの高齢者など特別な配慮を要する方には、できる限り申請のサポートを行い、申請漏

れのないようにすること。 


